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虫学 (三) 人畜に寄生するもの (四) 家畜寄生虫

学 (五) 医学的のもの (六) 現代寄生虫学に紺l別

し記述して見たし、と思う。 その著者には生物学者あ

り，医学者があるが，生物学者の中には医学に精通す

るものも少くない。また医学者中に寄生虫に関係する

ものは多く ，基礎医学に与る人々であるから，多分に

生物学知識を備えているのである。従って著者内容だ

けでは果して向学界いずれに属するか，判明しないこ

ともあるが，その所属の明かなものも少くない。

(ー〕 一般寄生虫学

( 1) F. DU]ARDIN-1848. Histoire Naturel1e 

des Helminthes ou Vers intestinaux. 

( 2) C. M. DIESING-1850~1851. Systoma 

Helminthum. 

( 3) P. J. VAN BENEDEN-1858. Memoire sur 

les Vers intestinaux. 

( 4) LINSTOW O. vON-1878. Kompendillm del 

Helminthologie， ein Verzeichnis der 

bekannter Helminthen， die frei oder in 

tierischen Kりrperleben. 

( 5) R. BLANCHARD-1891. Notices I-Telmin-

thologiques 

(二) 人体寄生虫学

( 1) BREMSER-1819. Ueber lebenden Wur-

mer ins lebenden Menschen. 

( 2) F. KUCHENMEISTER-1855. Die in und 

an den Korper des lebenden Menschen 

vorkommenden Parasiten. 

( 3) R. LEUCKART-1863~1876 . Die Mensch-

lichen Parasiten und die von ihnen her 

ruhren den Krankheiten. I. 1I. 

(4) T. S. COBBOLD-1882. Human Parasites， 

Manual of Reference to al1 the known 

Species of Entozoa and Ectozoa. 

( 5) R. BLANCHARD-1894. Note sur qllelqlle， 

Vers para. de I'Homme. 

(三) 人畜に寄生するもの

(1) C. DAVAINE-1877. Traite des Entozoires 

et des Maladies verminellses de I'Homme 

et des Animaux domestique.第 2版

( 2) NEUVEN-LEMAIRE. Traite D'Helmintho-

logi巴 medicaleet Veterinaire. 

( 3) J. FIEBIGER-1912. Tierische Parasiten 

die Halls-lInd Nutztiere， sowie des Mens 

chen. 

(四) 家資寄生虫学

(1) DEWITZー 1892.Eingeweide Wurmer der 

Haussaug巴tiere.

( 2) A. RAILLIET. 年代書名不詳しかし名著。

(3) NEUMANN. L. G.， MACQUEEN， J.-1905目

A Treatise on the Parasites and parasitic 

diseases of the domesticated Animals. 

( 4) L. NEUMANN-1909. Parasites et Maladies 

Parasitaires des Oiseallx domestiques. 

( 5) NEUVEU-LEMAIRE， M.ー1912. Parasito 

logie des Animaux domestiques， Maladies 

parasitaires non bacterienues. 

(五) 医学的のもの

( 1) R. MONIEZ-1896. Traite de Parasito 

logie animale et vegetale， appliquii a la 

Medicine 

( 2) R. BLANCHARD-Parasitologie meclicale. 

(3) C. W. DANIEL-1917. Tropical Medicine 

and Hygiene 第 2J阪

(4) A. CASTELLANI et CHALMERS， A.-1919. 

A manllal of Tropical Medicine.第 2版

( 5) P. H. MANSON-BAHR-1925. Manson's 

Tropical Diseases.第8版。本書は P.Ma-

nsonが 1898年出版した TropicalDiseases 

を増補改訂したもの。

(六) 現代寄生虫学

これに関する著書は甚だ多いが就中

( 1) M. BRAUX-1908. Tierischen Parasiten 

des Menschen. これは初めブラウン氏独り

の著述であったが，のち臨床的方面(医学

的)の事を担任する O.SEIFERTとの協力

により二冊と なり ，現在斯界における最も優

越したるものとして，広く内外に用いられ，

その後出版せられた類似の著述は多くこの書

を範と している感がある。

( 2) E. BRUMPTー 1927.Precis de Parasitolo 

gle. 第4版

本書は動物寄生及び植物寄生による病原体につき，

最も詳細にその形態分類疾患症状治療などを記述して

いる。はじめは一冊であったが，現行版は二冊に分か

れ二千余頁に亘る大著で、ある。(次号につづく)

X × 
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中間宿主を追って (5 ) 

カラフトマス Oncorhynchus gorbuscha (W ALBAUM) 

降海型サケマス類の中では最も小さく体長 50cm 工口季/iJI博士 (1929)は北海道の河川でとれたカラ

前後，小型の塩引マスの大部分は本種である。 フトマス 2尾の中 1尾に， またカラフ ト治岸産の 25

種小名のgorbuschaは露語に由来するようで，には 尾の中 11尾 (44%)に広節裂頭条虫の plerocercoid

こぶ，隆起(=hump)の意味があり，成熟雄の背部 を見出し 1 尾中の plerocercoid 数は 1~ lO でマス

が向偵のように曲ることからきている。北海道でセッ 同様に寄生率が高いと報じている。

パリマス(背張鱒)，ラクダマス，英名で humpback また博士は 20
0

Cの塩水冷凍でサケマス筋肉中の

salmonと呼ばれる所以である。 plerocercoidを死滅できると述べているが，マス，カ

産地はカラフ ト，カムチャッカ，アラスカ，北米に ラフ トマス，サケなどの生食，調理不充分のものは絶

いたる北太平洋沿岸水域で，カラフ ト沿岸でとれるマ 対に摂るべきでなし、ことは言を倹たないところであ

スの大半は本種であるといわれ，幼魚、の体側に斑紋が る。 (IOT回)

現われないのが特長である。

，、，、，、，、，、，..，.町、，.""，...戸旭町、，、~、戸内角的'^""^"、，、，、戸、，、p、，、山、内向山、，、，、，一

鬼 鉄 棒

飯島魁先生の思い出

理学|等土
農学博士 大島正満

亀谷先生から，本邦寄生虫病学の泰斗であった飯島 い関，本誌に健筆をふるい，微に入り細を穿って叙述

魁先生や五島清太郎先生に関するエピソードを，本誌 されたので，寄生虫学者と して身を立てなかった筆者

のために投稿するようにとのお話を受けたが，なるほ の手許には，新に書き足すべき資料がi悶渇していて，

ど， 指折 りかぞえれば，今より半世紀あまりも背のこ 亀谷先生の要望を満す由もない。

と。 然し白羽の矢を立てられたことであるから， 1917 

私は第一高等学校において，五島先生について動物 年初夏，筆者が台湾総督府海外留学生を命ぜられて御

学等の手ほどきを受け，明治 38年東京帝大に進学す I~ï乞に参上した際，教え子を歓び迎えた飯島先生が，

るや，世界的生物学者であった箕作佳吉，飯島魁， 7広 銭の言葉として賜った訓辞を，今後も続々旅立つで・あ

瀬庄三郎の三博士等が，親しく手を執って動物分類 ろう多くの後進学徒の服腐すべき心得として，書きし

学，発生学，組織学等を教えられ，周囲に指導教官と るして見ょう。

しては申し分のない立派な大学者が揃っていた上に r先ず第ーに心得ねばならぬのは，君達が訓育された
上級生には後に本邦寄生虫病学の大御所となった吉田 東京帝国大学は，天下一流の学府であって，我等が全

貞雄，小泉丹等の諸彦が轡を並べて精華を競っていた 力を尽して教育した君達教え子の学力は， 世界のどこ

次第であるから，愛弟子として直接指導を受け，晩年 え出しても，引けを取らぬ確信を持っている。外国へ

まで何呉れとなく恩顧を蒙った飯島 ・五島両先生に関 出て各国の学徒と肩を並べて他流仕合を試みる機会を

しては，人一倍様々な挿話を存じている答である。然 摘んだ君達は，スター トラインで尻ごみしてはなら

し学者の脳裏に存するこ とは，長く両先生に師事して ぬ。次にいって置くが，留学の期聞は短いのだから，

本邦寄生虫病学界の大御所となった吉田貞雄君が，長 日本にいてもやれるような仕事と取りくまぬこと，例
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かけることにしょうかと考え，その旨をジョノレダン博

士に申し出たら， r飯島教授の言はグッドアイディア
だ。すぐさま英文学部へ移牒する」と申されてその手

続を執った。

筆者の学籍が動物学科の大学院研究科にあったの

で，英文学部長が快諾して迎え入れてくれたのも大学

院であった。既に大学の一般課程を終り，更に進んで

修士コースや陣土コースに進学した正真正銘の英文科

学生の仲間入りをさせられ， r論説Jr発音Jr朗読
法Jと数多い専門の講座にわけられである科目を聴講

して，単位をかせぐための試験を受けねばならぬこと

大島正満|等土の近景品 になったので，毛を吹いて庇を求めたと申そうか，連

日宿題に追われ，他の留学生共が夜はのんびりと遊び

えば桜本室にとじこもって魚の鱗の数などを懸命に数 暮らしているのに，自分のみは時に徹夜の憂き目を見

えたり ‘図書館に立て縫ったりすることなどは一切や ねばならぬような破自に陥ったこともあり，飯島先生

らぬこと。そこで，僕が君に言い聞かせるのは，僕達 がまことにうらめしく思われたことも少くなかった。

が育てた学生共は，世界を征服する鬼たるべき得力を しかし，歯をくいしばりつつ頑張ったお彩で，専門

充分に備えている筈だが，悲しいかな，敵を打ちのめ の研究論文はすらすらと書きあげ，宿題の英文論説の

す主要な武器である鉄棒， JlPち語学の力が欠けてい 点数も，最初はCー(日本の点数では丙の下)から遂

る。留学の第一義は読み書きが自由な語学の力を充分 にB+(乙上)まで漕ぎ上がり r外国人だから冠詞
に身につけること， 即ち鬼に必要な力強い鉄俸を身に や前置詞などに，時折ミスがあるのは致し方がない」

つける点に存することを，忘れてはならぬ。ところ と担任の教授からほめられ，別離の際には，わざわさ.

で，鬼には人をとってl食う脅カも勿論必要である。従 自宅に招いて，ご馳走をして下さったほどに，進歩の

って~~\学を志ざす君には，世界有数の大魚学者スタン 途を辿った。

フォー ド大学の名誉総長ジョノレダン博士に御指導を依 シカゴ大学の図書館の壁聞には，全世界の一流大学

頼して，学徳兼備そして力強い鉄棒をひっさげた無敵 の徴章が大きく貼り 出されてあるが，その中になつか

な学徒に，我が教え子がなるようにと依頼するよと申 しい東京大学を表現する大学とL、う文字が， ドッシリ

されて，先生は即座にジョノレダン博士宛の紹介状を認 と11主をはっている。 迎ぎ見た私の|恨には，恩師飯島先

めて下さった。 生が別れに臨んで、 r鬼に鉄俸Jと元気のよい声でIUI
たどりついたスタンフォード大学の教援連は， 1婁々 ばれたその折の風貌が浮び， r鉄棒を燐えて帰申01致し
日本にきたことのある親日家揃し、で，東京大学の教育 ますJとひそかにささやいた記憶があるが，ジョノレダ

程度などは百も承知であったので，耳の孔をあけるた γ博士指導の下に，スタソフォード大学で仕上げた部

めの練習と思って，動物学のあらゆる課程の聴識を申 厚い論文が，カーネギ一博物館刊行物として，刊行さ

し出たところが，どの教援もどの教授も， r本学は米 れた際には，それを手にされた飯島先生が， rこの鉄
国一流の大学ではあるが，日常我々がアンダーグラジ 俸には文句はないよ」と満足の意;を表された。一高で

ュエー トに聞かせている講義の内容は，君達のような スター トの際の五島先生，次で箕作，飯島両巨星，碩

日本の帝大を卒業した者にI偲かせるような程度の高い 学デヴィッド，スター・ジョノレダン先生，私は実に有揃

ものではないから，それを聴講されては迷惑千万て、あ い先生に恵まれて， 111坂を越えてきた。 r鬼に鉄線」
る。マアマア，大学院に在籍して研究に専念すること とは克く Eわされたものかなと思うが，今日我等の手に

だネとすべての教授に断わられた。 ある鉄俸は，まだまだ力が弱くて，いざとL、う場合に

学ぶべき謀目が一つもなくては，大志を抱いて溢々 役立たぬ。 :to互に強い鬼にならねば。

海を波って来た甲斐がなL、。では飯島先生が申された ※(元東大油壷臨海実験所長，国立公衆衛生院大島

通り，英語を身につけることにして，英文学部へ押し 智夫博士の厳父)
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Dr. BEN DAWES 

短

1. 22 "*ロンドン大学教授 BEN DAWES 氏， 大島

智夫博士の案内で来館。

1. 29 三|湯海運 K.K.事務長帆足延夫氏来館。

2.4 大阪市立大学生沢万芳夫博士，田中英u:U:I専土来

館。

2.5 斧原治雄氏，標本f背用の件で来館。

2.7 予研鈴木了司同士出版の件で来館。

標本及び文献の寄贈

1.16 松田鎮雄博士より「在学6年間(入学より卒業

まで) 学童寄生虫感染の様相と集団駆除につ

いてJ2篇。

1. 20 府中保健所増田|塗郎f専土よ り 「風土病摘発の休

BEN DAWES D. SC.教授来館

1月 22日，BEN DAWES教授は，公衆衛生院大島

智夫博士の案内で来館された。 King'sCollege， Uni 

versity of Londonの動物学教援の同|専土は Trema

dodaの大家であり， 当館でも特に1双虫の燃本につし、

て仔紺lに視察された。

翌¥23日には，二予研において，J1H症についての講演
川あり多数来聴者があった。

!吹からjほか 11篇。

1. 23 小田原魚市場須藤孝D)J氏よりfili(古IJ材料 「キンメ

夕、イJIまか 13点。

1. 28 北大獣医学部教按山下次郎博士より rStudies 

on Echinococcosis XJ (まか 15篇。

1. 28 慈恵医大鈴木禾甫博士より「エキノコックス」

標本 1点。

2.5 菅生定祥氏より解剖材料「ニジマスJ7匹。

2.5 農林省日野"111]淡水水産試験場より「マスjほか

23占。

2，6 中部寄生虫予防研究所鶴田肇氏より 「再び集団

焼虫卵検査についてJ1篇。

2，13 千葉大学績川宗t4tfJ!f.士より rJH!il以!:uの診断と治

療J(''ltJミ 5篇。

2.14 小田原市場須藤孝則j氏 「カワハギJほか20点。

大阪大学名誉教授 森 下 薫 博士

古文部省刊行合 国立予防衛生研究所
宮 義 孝博士 編 費三寄生 虫部部 長

助成費出版
慶応大学医学部教授 松 林 久 吉 博士

第 1巻既 刊

「日本における寄生虫 学の研究」 第 2巻既刊
第 3巻新 刊

第 1巻 2，500 円
B 5， 600頁，総アー ト紙 第 2巻 3，000 円

第 3巻 4，000 円

先行 月i 財団 目黒寄生 虫 館法人
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東京都目黒区下目黒3ノ557・電話 (712)4432 
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